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抄 録 
Drawing on the self-determination theory, the current study employed a 2 (Goal type: Enjoyment vs. 
Victory) × 2 (Goal valence: Positive vs. Negative) factorial experiment to test how sport spectators’ 
satisfaction and happiness were influenced by their sport consumption. The results indicated that there 
were no differences regarding satisfaction and happiness when consumers achieved their consumption 
goals. However, having enjoyment relative to victory as a consumption goal created more negative im-
pact on their consumption satisfaction and happiness when they failed to achieve their goals. Further-
more, when the consumption outcome became negative, having goals supporting their favorite 
teams’victory worked as a shield to alleviate the negative impact elicited by the negative consumption 
experience. 
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ろう．Frey and Stutzer (2010)によれば、幸せは人
間が持つ最も大きな共通目標である．経済学や
心理学を代表とした多くの学術領域において，幸
福 感 の 科 学 的 解 明 が 近 年 発 展 し て き て い る
(Blanchflower and Oswald, 2011; Dunn et al., 
2011; Liu and Aaker, 2008)．幸福感研究領域で
は，経験的消費と物理的消費を比較した際，どち

































われてきた（Gladden and Funk, 2002; Trail, An-
derson, and Fink, 2000; Yoshida & James, 2009）．
スポーツマネジメント研究領域では，スポーツの社
会的側面の中に経済的側面等を含めることもあ
るが（e.g. Balduck et al., 2011）、スポーツがもた
らす社会的効果を経済的側面とは分けて着目し

























































が頻繁に行われてきた(e.g., Galak et al., 2013; 
























戦 動 機 の理 解 に貢 献 した研 究 から概 観 すると
(e.g., Funk et al., 2012; James and Ross, 2004; 










































を達 成 する手 段 として捉 えられる(Funk et al., 




れ て い る (Nix, Ryan, Manly, and Deci, 1999; 
























































ツ観戦者(e.g. Matsuoka et al., 2003; 押見・原
田, 2013; Tsuji et al., 2007; Yoshida and James, 
2010)，スポーツ参加者(e.g. Cronin et al., 2000; 
Murray and Howat, 2002)，又はスポーツツーリス

























きており(Funk and James, 2006; Trail and James, 
2001)，上述の顧客メトリクスの中で同一のステー
ジに属する顧客満足を目的変数として，シーズン
チケットホルダー(Beccarini and Ferrand, 2006)や，
自転車レース参加者(Caro and Garcia, 2007)に
着目した研究が散見される．このように動機と顧
客満足の関係は様々なアプローチで検証されて
きたが，Funk et al. (2012)は内発的・外発的動機















ば顧 客 満 足 を得 ることができる．しかしながら，




























 先 行 研 究 における幸 福 感 は，主 観 的 幸 福 感
(Diener, 2000; Pawlowski et al., 2013; 安永ほか, 
2002)，心理的幸福感(Compton, 2005)，生活へ
の満足(Brockmann et al., 2009; 石澤, 2004)な
ど，多くの異なる類似概念で操作されることも多い















より強く影響を及ぼすかである(e.g., Van Boven 













動 は そ の 不 可 視 性 や 無 形 性 な ど の 特 性 か ら
(Cowell, 1984; 原田ほか, 2008)経験的消費に
















に関係している(Daley and Maynard, 2003; Par-



























































Ⅳ．実験 1 の研究方法 
1．実験 1 における研究デザイン 
 実験デザインは，スポーツ消費者の観戦目的特





手法である(Ellsworth et al., 1990)．実際，消費
者行動研究においても，心理的要因を統制して
幸福感を科学した研究が多く存在する(e.g., Ni-
colao et al., 2009; Liu and Aaker, 2008)．被験




域 で頻 繁 に用 いられている(e.g., Galak et al., 
2013; Saslow et al., 2013)．被験者は少額の金銭
的報酬を受け取り本実験に参加し，無作為に四
つの実験条件の中の一つに割り付けられた．この













クは図 1 に示した通りである． 
 
 
図 1 本研究の実験フレームワーク 
2．実験 1 におけるデータ収集 















3．実験 1 に用いられた実験刺激 
 本研究では，瞬間－記憶ベース評価に関する
先行研究を参考に(Fredrickson, 2000; Hajiran, 





























この消費金額は Team Marketing Report(2013)が

















4．実験 1 の尺度と分析手法 
 顧客満足と幸福感は，消費者行動研究，心理
学 や 政 治 学 で 頻 繁 に 用 い ら れ る 包 括 的 尺 度
(global measure)を用い，それぞれ英語による一
項目で測定した．この包括的尺度は先行研究の
中でも多用され(Blanchflower and Oswald, 2011; 















であるとしている(Kwon and Trail, 2005; Rossiter, 
2002)．一項目の使用は，被験者がオンライン上
で質問に答える場合(Jordan and Turner, 2008)
や，時間や調査項目数に限りがある研究におい
て有効であるとされている(Robins et al., 2001)．
過去のスポーツ観戦者の態度測定を一項目で行
った先行研究においても，複数項目による測定と
同 程 度 の 有 用 性 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い る
(Doyle et al., 2013; Kunkel et al., 2014; Kwon 





























有 意 に高 い値 を示 した(F(1, 182) = 438.33, p 
< .01)．仮説検証に使われたそれぞれの実験条
件下における最終的な被験者数，従属変数の平
均値と標準偏差は表 1 に示した通りである． 
 




表 1 実験 1 における実験条件毎の平均値、標準偏差、被験者数 
実験要因 実験水準 
独立変数 1：観戦目的特性 楽しみ 勝利 
独立変数 2：最終目的達成 達成 失敗 達成 失敗 
被験者数 52 50 36 45 
顧客満足度 (M (SD)) 7.88 4.24 7.15 5.88 
幸せ (M (SD)) 6.79 5.50 6.70 6.69 













目的特性(Wilks’s λ = .98; F(2, 178) = 1.87; p 
= .16, ηp2 = .02)が有意でなかったのに対し，最
終目的達成(Wilks’s λ = .72; F(2, 178) = 34.67; 
p < .01, ηp2 = .28)は有意であった．さらに，スポ
ーツ消費の目的特性と最終目的達成の交互作
用が確認された(Wilks’s λ = .92; F(2, 178) = 











有 意 に 低 い 顧 客 満 足 を 報 告 し た (F(1, 179)= 





図 2 実験 1 の結果: スポーツ消費行動の顧客満足度への単純効果  













に低い幸福感を報告したことから(F(1, 179)= 6.89, 




図 3 実験 1 の結果: スポーツ消費行動の幸福感への単純効果 
Ⅵ．実験 2 の研究方法 
1．実験 2 の研究デザイン 





























2．実験 2 におけるデータ収集 
















に 38 名であった． 
 
3．実験 2 に用いられた実験刺激 













に，研 究 対 象 がメジャーリーグであるため，The 
Fan Cost Index を基に，観戦にかかったコストの
目安をおおよそ 30 米ドルに変更した．  
 





















の 2 項目であった．これらの項目は「1. まったく当










た消費者は(M = 6.21, SD = 1.23)，勝利を優先
目的に設定していた消費者に比べて(M = 4.93, 
SD = 1.26)，純粋に楽しむことに対してより強い動
機を示した F(1, 149) = 39.79; p < .01)．さらに，
チームの勝利を何よりも優先して観戦したか否か
という問いに対しては，純粋な楽しみを優先した
消費者に比べて(M = 4.40, SD = 1.69)，勝利を
優先目的に設定した消費者の方がより強く同意
を示したため(M = 6.11, SD = .79; F(1, 149) = 




だ群は(M = 5.53, SD = .64)，最終目的失敗のシ
ナリオを読んだ群(M = 2.16, SD = 1.61)に比べて，
経験したスポーツ観戦をよりポジティブに捉えてい








2． 観戦時 目的 特性と最終 目的達 成の顧客満
足と幸福感への影響 
 まず最初に，実験 1 同様，全体的な MANOVA
を行い独立変数が従属変数に与える影響を検証
した．その結果，スポーツ消費の優先目的特性
(Wilks’s λ = .88; F(2, 142) = 9.43; p < .01, η
p
2 = .12)と，最終目的達成(Wilks’s λ = .35; F(2, 
142) = 130.81; p < .01, ηp2 = .65)の主効果が有
意であった．さらに，優先目的特性と最終目的達
成の交互作用が確認された(Wilks’s λ = .92; 
F(2, 142) = 6.21; p < .01, ηp2 = .08)．共分散と
してモデルに組み込まれた動機は，全て有意な
結果を示さなかったため(達成; Wilks’s λ = .97; 
F(2, 142) = 2.27 p = .11, ηp2 < .03; 社 交 ; 
Wilks’s λ = .99; F(2, 142) = .90; p = .41, ηp2 
< .01; 審 美 性 ; Wilks’s λ = .99; F(2, 142) 
= .45; p = .64, ηp2 < .01; 逃避; Wilks’s λ = 













べ て ， 有 意 に 低 い 顧 客 満 足 を 報 告 し た (F(1, 
147)= 32.98, p < .01, ηp2 = .18)．したがって，仮









められなかった(F(1, 147)= .72, p = .40, ηp2 





(F(1, 147)= 5.57, p < .05, ηp2 = .04)，仮説 4 は
支持された．図 5 に幸福感に関する単純効果の
まとめを示した． 











































にも多くなされてきたものの（e.g., Lloyd and Lit-





























の通 過 点 になると言 及 されている(Funk et al., 















示された．この結果は，先行研究（Ryan and Deci, 



































与 えることが先 行 研 究 において支 持 されている








































機 が弱 まるという報 告 もある(Deci et al., 1999; 









銭 的 収 入 や 教 育 レ ベ ル (Clark et al., 2008; 
























介 し た よ う に ， 消 費 者 の 順 応 速 度 (Adaptation 
rate)に着目した研究も報告されている(Galak et 





今 後 必 要 になってくるだろう．例 えば，Tsuji et 



































者判断など; Allen, 2002; Hansen et al., 2013; Nicolao 










べてやや若くて高 学 歴･自由 主 義･低 所得 であるものの
学生サンプルやその他のオンラインパネルと比較するとよ
り母 集 団 に近 いデー タを取 得 できる と考 えられている
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